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不要となった制服の循環型プロジェクトに参画し、資源循環・ごみ減量を推進します 

 

 1 プロジェクトの概要 

  株式会社 JEPLAN（以下「JEPLAN」という。）が運営する「BRINGTM」と菅公学生

服株式会社（以下「カンコー学生服」という。）が連携して実施する、想い出が詰ま

った「制服」や「体操服」を「捨てる」のではなく、リユース・リサイクルに向けて、

未来を担う子どもたちと共に循環型社会の実現を目指す取組です。 

具体的には、不要となっ

た制服や体操服の回収から

スタートし、JEPLAN 独自の

リサイクル技術により、再

び衣類の原料に生まれ変わ

らせて、将来的には、その

再生原料を使用した何度で

も循環する制服や体操服の

開発を目指しておられます。 

 

 2 本市における取組内容 

  今後、設置の同意が得られた市内の学校に回収ボックスを設置し、不要となった制

服(カンコー学生服製)のうち、汚れや傷み等によりリユースが難しい制服を回収しま

す。これまで、リユースが難しい等の理由で、燃やすごみとして廃棄せざるを得なか

った衣類を回収することにより、再生原料へのリサイクルとごみ減量につなげます。 

なお、リユースが可能な制服については、従来どおり、リユース事業を実施する団

体等によるリユースやリサイクルショップの活用等を案内します。 

【問い合わせ先】 

市民環境部 生活環境課 ごみ減量・資源化推進室【担当：藤原、吉田】 

電 話：0749-30-6116 

E-mail：kankyo@ma.city.hikone.shiga.jp 

 本市は、株式会社 JEPLAN が運営する「BRINGTM」と菅公学生服株式会社が連携

して実施する、制服から制服への資源循環を目指す「制服・体操服の循環型プロジ

ェクト」に参画し、不要となった制服・体操服の回収による資源循環およびごみ減

量を推進します。 


